



Consideration on the position of the neutraI axis of 
members subjected to eccentric loads. 
by Y. SAKABE， R. HASHIMOTO 
Preface--In the町 days，the member百 ofrdnforced corcrete constrnctions are d明 igneuas member月 subjected
to bending and direct force弓 exceptsome special ca月e旬 althoughthey are statically 1n 月omewhatcomplicated 
rdation月. To avoid the difficu1ty and trouble， iti円 very common to calculate them without touching the 
positions of the nelltral ax月 whichar-J genefal1y円。Ive:iby the cub:c equatIon. As We do not know the proper 
functionaIity of these memb'3rs w.; are apt to cりvdthe defect月 bysimply increa月ingthe steel， very often too 
ecce司ively.
Here they are examined e月peciallythe relation of the lood月withit's eccentricity and the adequate amornt 
of steel proportion or the g;ven llnit dirtct stre明 andthe allowable limit of the compressive stress of the 
concreでe.
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~ = {!三 (c) が得られるo12 . 
五=e偏心比 ;=ν(中1I'由比比すれば εuz-irといふ極めて簡単な関係とすることができる。
此の式を見ると中軸比正偏心比とは全〈同格であって，互に交換L得る形になる。直角座標では，等角双曲線を為L
d て居る。一方が増大すれば他方はそれに反比例Lて誠少する。例へば，-e=2dの時は仰は一、となって，殆んど中央24 d 









を釦}形P断面に移ず必要尚る。新机川由の中車南朝軸1由I附げ肘 7〆't'と討す噌 事 d2 .~ 
与=〆とすれば，
--ell=-e(Oい勺z 舌はる。
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此を xに関して解くことが古人を中軸位から，政速ならしめた訟に忠はれる。此iこ代り λ4に対してi'出こ Eの値を求める
1 1 
ことに依って刊の関係曲線を作った。鏑筋比fによりて，曲線が変化するが， r=jE.(f~ 200ーの中!日1TMとして， r=To百
の場合と等質断聞の場合の上国境幸子示せば (E)図の如〈なる。 均
等鞘質の崎場合Mの叫?柄附脱A却ijHillは仰主Uν〆ι/ι→}で古九》ろω方が" 鋼筋俳の場蛤合(州士吋哨品耐5間附剛甫制硝棚官世怖側1引刊IH':'~
ヨ斗fc11M，' 1.'; L 斗，
動量l士f引っと微量の変化を示すが，実JlJ的範囲ではI!U屈とするに足らない。(此 2，主目33
は誼明を要するがl略Lて置く)。此を桁正雌に描いたものが CF)[河である。以上 _-J，...J・-f-十円 ← 











































n=O.6以上で‘あって，それ以下は極め -""~~ L¥ ゴ →卜 →I←:トl 
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1 _ _ 1 
柱には 75とか 50を入れ度くなるのは当然であろう o然L偏心柱を偏IU柱とLて取般ひ，それだけの寸法を与へであ
ることを度外視Lての考へに過ぎなL、。唯此の中軸位がつき止めてないといふ弱味から，心回するのは片手搭といへよ
















鋼筋比喜子定めて， e ，1 の関係争定める代りに，最大圧縮応力や与へた上平均圧縮応力を一定Lて中軸比と偏心比との
関係争ナ求むる事を設計上便利であると思ふ。此を行ふには .18ニ .1/ニρb.!を次の如く変形する。
一一←J:;:，，({¥ 0.， (ー←~---:-.-)(品-1I(3-II)J6x15x(0.9)¥0.1.-νj 
111=6土(el-0.45)
此に依って中軸位 tを X 叫た三次式lυ の代りに(f;)で表はLt.:~) のとなる。
ん o "... f，. 2x3-4.4.:t・2ト3.03x十(12x-6.6) IU _ 2.43川 =0
dc (/ 

































1 (. h3 ) • _. _~， A 
Aiニ bh十15(2A.，)，Ji=土 ib--':;-l十15As・[2・(Ah)2J3 l 4 J 
を代入Lて，







事はない。但し偏心距と中軸位さへ適当であればである，応圧側のコ Y グリート応力主応張側の応力とを σc及び 647/で
1 d~ 
表はせ，，!， dc" =rJ.(1 c で…d=Ti-aで定まって了ふからである。鋼筋は m~/;:-tJ: ~~ê~1Jを受けるに過ぎない。ゴ Y グ
リF トカ;働いたとて鋼筋は100乃至120位の引張力で遊んT居る。コングリ F トが働力、ぬとして得られる鍋筋量より梢大









r = __ J}~(~-3e!-xJ'~ 一一一一一一 1.8ex-0.9(ε10.32) 
{I.Sp-x}x:) Pニ1-2ε ニ一一一←0.9{(0.5-x)P十(x十0.32)
¥( 0.32 ¥ fの最大値は e=l~ñ-EÕ-) ←一一 l¥ x-0.5 J¥ 1.8 J 
( 1¥1 
此l士等;質断面の e= ¥ 1t" .:. O. 5 )iーと近接する。
逆にfの極小値を考へる主




れることも示 Lた。鋼筋量は普通は柾U'モーメントに対する考慮かられIJ)~ されて居る。ところが偏心比 ε 付其のまま抵
抗係数に直すことができる。それは抵抗係数
偏心部材の中軸位の考慮に就いて
C 一主--~.~.~一一dcbd2-- bd d dc 
で色って結局(手いこ外ならない。(-叫を常数にとれば，中軸比に a ¥ dc I 、dc I 
対Lて Eの変化をする替である。此を求めたものと，等質断聞を応用L .7 
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外l土甚だ不経済であり剤県が少ない。その上ゴ νクリ F トに真に危険なのは圧縮応力の大なることで，引張応力i士鋼筋
がある限り安心して引受てくれる。そしてそ F メントが主である梁材上り日|張比:力者?生じ'ltHI..、ものであることを反省す
べきである。 伺Lその過・当な鋼筋量は，中軸院と偏心距とが調和す噌ベd-ものであり度<，その上(:l:f:it:ら}こ筋量を増加す
るより部材断面の寸法を増加して効果を挙ぐべきである。
